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平成 17 年度 春期 システム監査技術者試験 解答例 

 

午後Ⅱ試験 

問１ 

出題趣旨 
システム監査が果たす役割の重要性の高まりと相まって，実施しているシステム監査自体が適切かどうかに

ついての関心が高まりつつある。さらに，実施した監査の品質確保について，第三者に説明できるようにする

ことも求められている。そのためには，システム監査人の育成，教育に加えて，監査部門内におけるシステム

監査の品質の評価や，外部の第三者による評価が必要になる。 
本問では，システム監査人の立場からシステム監査の品質の確保及び向上についての重要性を認識し，品質

の確保に関する知識や能力があるかどうかを採点のポイントにしている。 

 

問２ 

出題趣旨 
近年，企業の情報システムの運用・保守業務のアウトソーシングが増加しているが，その効果が目に見えに

くかったり，当初の目的を達成していなかったりするケースが見受けられる。一方，企業の情報システム部門

においても運用・保守業務の比率が増大するなか，コストの不明確さやサービスの品質に対する経営者及びユ

ーザ部門の不満が高まっている。このような状況において，従来あいまいにされがちだったサービスの提供側

と利用側との間のサービスレベルを明確にし，管理していくサービスレベルマネジメントが重要になっている。 
本問では，システム監査人として，サービスレベルマネジメントの必要性とその監査について，理解してい

るかどうかを採点のポイントにしている。 

 

問３ 

出題趣旨 
情報システムは，経営戦略を迅速かつ効果的に実行するために必要不可欠なものになっている。しかし，情

報システムを個別に検討して構築する部分最適化を繰り返していては，企業全体としての IT ガバナンスを確
立することは難しい。そこで，企業全体としての全体最適化の視点から，システム監査を実施することが求め

られている。 
本問では，情報システムの全体最適化の監査について，部分最適化と全体最適化とのトレードオフを踏まえ

て，監査項目の設定や監査手法の適用について，理解しているかどうかを採点のポイントにしている。 

 


